
第
二
号
イ
の
表
の
ア
サ
ヒ
セ
イ
レ
ン
中
部
株
式
会
社
の
項
中
「
愛
知
県
幡
豆
郡
吉
良
町
大
字
岡
山
字
背
撫
山
四
番
地

二
十
四
」
を
「
愛
知
県
西
尾
市
吉
良
町
岡
山
背
撫
山
四
番
地
二
十
四
」
に
改
め
、
同
表
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

遠
州
工
業
株
式
会
社

静
岡
県
浜
松
市
南
区
新
橋
町
六
百
六
十
二
番

地
の
一

機
械
加
工

協
同
ゴ
ム
工
販
株
式
会
社

静
岡
県
富
士
宮
市
内
房
字
中
一
色
四
千
九
百

三
十
四
番
地
の
二

ゴ
ム
製
品
製
造

株
式
会
社
兵
庫
精
密
工
業
所

兵
庫
県
神
戸
市
兵
庫
区
須
佐
野
通
二
丁
目
一

番
二
十
号

機
械
加
工

（
別
表
）

国
債
の
名
称

記

号

額
面
金
額
の
総
額

買
入
価
額
の
総
額

個
人
向
け
利
付
国
庫
債
券

（
固
定
・
三
年
）

第
六
回

五
千
四
百
十
九
万
円

五
千
四
百
十
六
万
五
千
四

百
五
十
八
円

合

計

五
千
四
百
十
九
万
円

五
千
四
百
十
六
万
五
千
四

百
五
十
八
円

上

欄

下

欄

名

称

指

定

告

示

地
方
公
共
団
体
名

岐
阜
城
跡

平
成
二
十
三
年
文
部
科
学
省
告
示
第
十
一
号

岐
阜
市
（
岐
阜
県
）

第
１
食
品
の
部
Ａ
食
品
一
般
の
成
分
規
格
の
項
６
の
目
の
\
の
表
の
イ
ン
ダ
ノ
フ
ァ
ン
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め

る
。イ

ン
ダ
ノ
フ
ァ
ン

米
0•
0
5
p
p
m

小
麦

0•
0
5
p
p
m

大
麦

0•
0
5
p
p
m

魚
介
類

0•
0
4
p
p
m

第
１
食
品
の
部
Ａ
食
品
一
般
の
成
分
規
格
の
項
６
の
目
の
\
の
表
の
エ
プ
リ
ノ
メ
ク
チ
ン
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に

加
え
る
。

エ
フ
ロ
ト
マ
イ
シ
ン

豚
の
筋
肉

0•
0
3
p
p
m

豚
の
脂
肪

0•
0
3
p
p
m

豚
の
肝
臓

0•
0
3
p
p
m

豚
の
腎
臓

0•
0
3
p
p
m

豚
の
食
用
部
分

0•
0
3
p
p
m

第
１
食
品
の
部
Ａ
食
品
一
般
の
成
分
規
格
の
項
６
の
目
の
\
の
表
の
セ
ト
キ
シ
ジ
ム
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え

る
。セ

フ
ァ
レ
キ
シ
ン

牛
の
筋
肉

0•
0
6
p
p
m

牛
の
脂
肪

0•
0
6
p
p
m

牛
の
肝
臓

0•
0
6
p
p
m

牛
の
腎
臓

0•
0
6
p
p
m

牛
の
食
用
部
分

0•
0
6
p
p
m

乳
0•
0
1
p
p
m

平成™š年�月™Ÿ日 火曜日 第œœŸœ号官 報

第
二
号
ロ
の
表
の
三
山
合
成
工
業
株
式
会
社
の
項
中
「
群
馬
県
高
崎
市
吉
井
町
本
郷
百
九
十
一
番
地
の
二
」
を
「
群

馬
県
高
崎
市
吉
井
町
深
沢
二
百
二
十
五
番
地
六
」
に
改
め
、
有
限
会
社
宮
尾
製
作
所
の
項
中「
有
限
会
社
宮
尾
製
作
所
」

を
「
株
式
会
社
宮
尾
製
作
所
」
に
改
め
、
株
式
会
社
セ
イ
ユ
ー
の
項
中
「
静
岡
県
浜
松
市
西
区
大
久
保
町
千
百
七
十
一

番
地
」
を
「
静
岡
県
浜
松
市
西
区
馬
郡
町
四
千
五
百
五
十
三
番
地
」
に
改
め
る
。

〇
法
務
省
告
示
第
三
百
二
十
二
号

出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
第
七
条
第
一
項
第
二
号
の
基
準
を
定
め
る
省
令
（
平
成
二
年
法
務
省
令
第
十
六
号
）

の
表
の
法
別
表
第
一
の
二
の
表
の
技
能
実
習
の
項
の
下
欄
第
一
号
ロ
に
掲
げ
る
活
動
の
項
の
下
欄
第
二
十
九
号
の
規
定

に
基
づ
き
、
平
成
二
十
二
年
六
月
二
十
四
日
法
務
省
告
示
第
三
百
三
十
四
号
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
三
年
六
月
二
十
八
日

法
務
大
臣

江
田

五
月

〇
法
務
省
告
示
第
三
百
二
十
三
号

出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
第
七
条
第
一
項
第
二
号
の
基
準
を
定
め
る
省
令
（
平
成
二
年
法
務
省
令
第
十
六
号
）

の
表
の
法
別
表
第
一
の
二
の
表
の
技
能
実
習
の
項
の
下
欄
第
一
号
ロ
に
掲
げ
る
活
動
の
項
の
下
欄
第
二
十
九
号
の
規
定

に
基
づ
き
、
平
成
二
十
二
年
七
月
十
二
日
法
務
省
告
示
第
三
百
五
十
九
号
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
三
年
六
月
二
十
八
日

法
務
大
臣

江
田

五
月

第
二
号
ロ
の
表
の
日
立
建
機
株
式
会
社
の
項
中
「
溶
接
」
を
「
溶
接
、
塗
装
、
超
大
型
足
回
り
組
立
て
」に
改
め
る
。

〇
財
務
省
告
示
第
二
百
十
三
号

個
人
向
け
国
債
の
発
行
等
に
関
す
る
省
令
（
平
成
十
四
年
財
務
省
令
第
六
十
八
号
）
第
四
条
第
六
項
第
二
号
に
規
定

す
る
中
途
換
金
に
係
る
個
人
向
け
国
債
を
買
入
消
却
し
た
の
で
、
そ
の
国
債
の
名
称
等
を
別
表
の
と
お
り
告
示
す
る
。

平
成
二
十
三
年
六
月
二
十
八
日

財
務
大
臣

野
田

佳
彦

〇
外
務
省
告
示
第
二
百
二
十
六
号

平
成
二
十
三
年
六
月
十
六
日
に
テ
グ
シ
ガ
ル
パ
で
、
首
都
圏
地
滑
り
防
止
計
画
の
た
め
の
贈
与
に
関
す
る
次
の
概
要

の
書
簡
の
交
換
が
ホ
ン
ジ
ュ
ラ
ス
共
和
国
政
府
と
の
間
に
行
わ
れ
た
。

１

援
助
の
目
的
及
び
内
容

首
都
圏
地
滑
り
防
止
計
画
を
実
施
す
る
た
め
に
必
要
な
生
産
物
及
び
役
務
の
購
入

２

贈
与
の
限
度
額

十
億
五
千
三
百
万
円

３

贈
与
の
供
与
期
限

平
成
二
十
八
年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

４

署
名
者

日

本

側

加
來
至
誠
在
ホ
ン
ジ
ュ
ラ
ス
大
使

ホ
ン
ジ
ュ
ラ
ス
側

マ
リ
オ
・
ミ
ゲ
ル
・
カ
ナ
ワ
テ
ィ
・
カ
ナ
ワ
テ
ィ
外
務
大
臣

平
成
二
十
三
年
六
月
二
十
八
日

外
務
大
臣

松
本

剛
明

〇
文
化
庁
告
示
第
四
十
二
号

文
化
財
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
十
四
号
）
第
百
十
三
条
第
一
項
及
び
第
百
七
十
二
条
第
一
項
の
規
定

に
よ
り
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
史
跡
を
管
理
す
べ
き
地
方
公
共
団
体
と
し
て
、
同
表
下
欄
に
掲
げ
る
地
方
公
共
団

体
を
指
定
し
た
の
で
、
第
百
十
三
条
第
三
項
及
び
第
百
七
十
二
条
第
三
項
に
よ
り
告
示
す
る
。

平
成
二
十
三
年
六
月
二
十
八
日

文
化
庁
長
官
事
務
代
理

文
化
庁
次
長

吉
田

大
輔

〇
厚
生
労
働
省
告
示
第
二
百
三
号

食
品
衛
生
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
百
三
十
三
号
）
第
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
食
品
、
添
加
物
等

の
規
格
基
準
（
昭
和
三
十
四
年
厚
生
省
告
示
第
三
百
七
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。
た
だ
し
、
牛
の
筋

肉
、
牛
の
脂
肪
、
牛
の
肝
臓
、
牛
の
腎
臓
、
牛
の
食
用
部
分
及
び
乳
に
残
留
す
る
セ
フ
ァ
レ
キ
シ
ン
の
量
の
限
度
、
そ

の
他
の
野
菜
、
そ
の
他
の
ス
パ
イ
ス
及
び
そ
の
他
の
ハ
ー
ブ
に
残
留
す
る
ゾ
キ
サ
ミ
ド
の
量
の
限
度
、
そ
の
他
の
ス
パ

イ
ス
及
び
そ
の
他
の
ハ
ー
ブ
に
残
留
す
る
ト
リ
フ
ル
ス
ル
フ
ロ
ン
メ
チ
ル
の
量
の
限
度
並
び
に
み
か
ん
、
そ
の
他
の
ス

パ
イ
ス
及
び
そ
の
他
の
ハ
ー
ブ
に
残
留
す
る
メ
チ
オ
カ
ル
ブ
の
量
の
限
度
に
つ
い
て
は
、
公
布
の
日
か
ら
六
月
以
内
に

限
り
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

平
成
二
十
三
年
六
月
二
十
八
日

厚
生
労
働
大
臣

細
川

律
夫

š
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